


授業実践 てこのはたらき
学年・教科 第6学年・理科

実施日時 平成2９年1０月27日（金）公開授業Ⅱ

分科会名 理科高学年部会

助 言 者 岩手県教育委員会事務局学校教育科主任指導主事 三浦秀行先生

指 導 者 清水 武彦（６年２組）

・指導主事の先生方や理科専門の先生方からのご指導により，理科の授業の
在り方について基本的なことから学ぶことができた。
・理科の目標や単元の目標を達成するため，教材の吟味の仕方の視点を学
ぶことができた。
・児童に考えさせる場面において，限定した場面の設定や形態，可視化するた
めの方法などを様々試すことで，有効なものを児童に与えることができた。
・生活との関連を図ることを意識した単元計画にすることで，児童が，学習した
ことと身の回りの事象とを関連させた見方をするようになってきた。
・タイムマネジメントを意識した授業づくりを通して，「発問・指示の言葉を削るこ
と」「実験の工夫」「活動形態の工夫」などをより意識することができた。他の
教科においても，タイムマネジメントをさらに意識して授業づくりをするように
なった。

・身に付けさせたい力を明確にし，児童が主体的に学んでいくことができる単元
を構成していく。
・事象への出会わせ方を工夫し，課題意識をもって児童が主体的に学習できる
ようにしていく。
・学習のねらいに合わせて，教材を選定する。
・児童の理解が深まるための，実験方法の工夫をする。
・教材についての専門的な知識を蓄える。
・実験の技能や記録のとり方，話し方などを育てるために，指導方法を整理し，
段階的に指導していく。
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理科部会ー授業実践




